
お詫びとお礼を申し上げます。 

 

ビキニ核被災支援にご協力いただき、ありがとうございます。 

太平洋核被災支援センターが。支援資金募集活動の事務局として、対応させていただいて

います。 

事務局のある宿毛市が、4 月、新型コロナ対策で非常事態となり、事務局会が開けなくな

りました。また、事務局長が、胆のう炎で摘出手術入院し、3 週間以上機能停止しました。

活動を再開した 5 月 5 日現在、支援カンパ、入会金などの振込みは、「民医連」中心に全国

から、平和資料館「草の家」中心に高知県内から、すでに 100 万円を超えています。当面、

300 万円を目標とし、さらに DVD・本の普及と支援活動を広げていきたいと思います。チ

ラシ・振込用紙の活用できる方はご連絡ください。 

 

① 先日の「労災支援する事務局会議」で、「政治決着による損失補償」の原告要請を広げ

ようということになりました。また、被災船員・遺族の証言記録集。DVD 収録も進行中

です。  

 

② 裁判所も緊急を要する案件以外は民事などもすべて停止しています。裁判の第 1 回審理

の日程も未定ですが、訴状の準備を進めています。4 月 26 日には、ネット会議が開催

され、研究者・専門家 4 名と、高知の７人の弁護団中 6 人が争点を明らかにする学習を

行ないました。 

 

お詫びとお礼が一緒になりましたが、引き続きご支援をよろしくお願いいたします。 

   

太平洋核被災支援センター事務局一同 



 


